
皆
さ
ん
は
『
消
火
栓
』
を
ご
存
じ
で
す
か
？

消
火
栓
と
は
、
火
災
が
発
生
し
た
時
に
、
消
防
隊
が

消
火
活
動
を
行
う
た
め
に
使
用
す
る
「
消
防
水
利
」
の

こ
と
で
す
。

市
内
に
は
、
地
上
式
消
火
栓
と
地
下
式
消
火
栓
の
二

種
類
が
あ
り
、
地
上
式
は
、
一
般
的
に
道
路
脇
や
歩
道

に
立
て
ら
れ
て
い
る
赤
い
円
柱
状
の
設
備
で
す
。

一
方
、
地
下
式
消
火
栓
は
、
道
路
脇
や
歩
道
に
埋
め

ら
れ
て
い
る
四
角
や
丸
い
鉄
の
蓋
が
目
印
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
消
火
栓
付
近
の
道
路
上
に
は
、
黄
色
い
ラ

イ
ン
が
引
か
れ
て
お
り
、
空
気
弁
と
の
差
別
化
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
消
防
水
利
に
つ
い
て
定

期
的
に
調
査
、
点
検
を
行
い
、
い
つ
ど
こ
で
火
災
が
発

生
し
て
も
直
ち
に
対
応
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ど
ん
な
に
早
く
消
防
自
動
車
が
現
場
に
到

着
し
て
も
、
消
火
栓
の
蓋
の
上
に
駐
車
し
て
あ
っ
た
た

め
に
、
消
火
活
動
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
や
、
狭

い
道
路
上
に
駐
車
車
両
が
あ
っ
た
た
め
に
、
消
防
自
動

車
が
火
災
現
場
に
接
近
で
き
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
な
ど
、

消
防
活
動
を
行
う
上
で
、
違
法
駐
車
は
さ
ま
ざ
ま
な
障

害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
か
ら
皆
さ
ん
の
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
も
、

次
の
よ
う
な
場
所
で
の
違
法
駐
車
は
絶
対
に
や
め
ま
し

ょ
う
。

①
消
火
栓
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分
。

②
消
防
用
防
火
水
槽
の
吸
水
口
も
し
く
は
、
吸
管
投
入

口
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分
。

③
消
防
用
防
火
水
槽
の
側
端
ま
た
は
、
こ
れ
ら
の
道
路

に
接
す
る
出
入
口
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分
。

④
指
定
消
防
水
利（
プ
ー
ル
・
池
・
井
戸
・
河
川
な
ど
）

の
標
識
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
火
災
の
な
い
住
み
よ

い
土
岐
市
に
し
ま
し
ょ
う
。

出演予定者  
u井川幹子・内田有美・折戸涼子・後藤恵美（フルート
四重奏）　u池田千明（ピアノ）　u宇佐美麻弥・伊藤
さおり（ピアノデュオ）　u梅村志宣・斉藤順子（重唱）
u西尾圭未・浦田寛子（ピアノ連弾）　u大村絵里・山
口栄子（重唱）　u片桐葵・田中裕美（ピアノデュオ）
u林裕美・加藤千恵（重唱）　u平野佳恵（声楽） 
u船戸麻記子（ピアノ）　u水野智美（声楽）　u森千
穂（ピアノ）・渡辺ますみ（エレクトーン）　u森川晶
代（フルート）・森詩野（ヴァイオリン）・伊藤亜希子
（ピアノ）　u藤原真理子（司会） 

in TOKIin TOKI

第4回 第4回 第4回 

と　き　３月16日（日）午後１時開演 
ところ　サンホール 
入場料　無料 

文化プラザ 155ー5711

●映画「モンスターズ・インク」 

　と　き　３月29日（土） ①10：00～　②14：00～ 

　ところ　瑞浪市総合文化センター（1◯685281） 

　入場料　300円（全自由席・５歳以下無料） 

違
法
駐
車

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が

大
火
の
も
と
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濃
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ど
う
ぞ
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あな
たの近くの

どのタイプですか
？

あな
たの近くの

どのタイプですか
？

あな
たの近くの

消火栓は 消火栓は 消火栓は 
どのタイプですか

？



泉
幼
稚
園
で
は
、
一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
が
、
言
葉
や
体
を
使
っ

て
豊
か
に
表
現
で
き
る
力
を
育
て

て
い
ま
す
。
豊
か
な
表
現
か
ら
、

豊
か
な
心
が
生
ま
れ
る
と
い
う
考

え
か
ら
で
す
。
遊
び
も
言
葉
を
通

し
て
豊
か
に
な
り
、
友
達
間
の
ト

ラ
ブ
ル
も
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と

に
よ
り
、
自
分
た
ち
の
力
で
解
決

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
、
初
め
て
一
歳
か
ら
三

歳
の
就
園
し
て
い
な
い
乳
幼
児
を

招
い
て
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
戸
惑
い
な
が

ら
も
小
さ
い
子
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
、
言
葉
が
け
を
工
夫
し

た
り
、
遊
び
の
道
具
を
作
っ
た
り

し
て
、
小
さ
い
子
に
接
す
る
貴
重

な
体
験
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
数
多
く
行
っ
た

小
学
校
一
年
生
と
の
交
流
会
で
は
、

一
年
生
の
子
の
話
し
方
の
素
晴
ら

し
さ
や
、
接
し
て
く
れ
る
態
度
に

あ
こ
が
れ
や
尊
敬
の
気
持
ち
を
持

ち
ま
し
た
。

「
一
年
生
に
な
っ
た
ら
、
僕
た
ち

も
幼
稚
園
の
子
を
大
事
に
し
て
遊

ん
で
あ
げ
る
よ
」
と
、
も
う
心
は

す
で
に
一
年
生
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
お
ば
あ
さ
ん
と
手
を
つ
な
い
だ

ら
あ
っ
た
か
か
っ
た
よ
。」

「
私
も
、
ご
わ
ご
わ
し
て
い
た
け

ど
、
う
れ
し
か
っ
た
よ
。」

「
ま
た
来
て
ほ
し
い
ね
。」

「
今
度
、
い
つ
来
る
の
？
」

こ
れ
は
地
域
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
の
会
『
ハ
ッ
ス
ル
会
』
の
方
々

と
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
楽
し
ん

だ
後
の
子
ど
も
た
ち
の
会
話
で
す
。

交
流
を
始
め
て
四
年
に
な
り
ま

す
が
、
会
の
方
々
が
幼
稚
園
に
来

て
く
だ
さ
る
日
は
、
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
給
食
を
食
べ
た
り
し
て
一
日

一
緒
に
過
ご
し
ま
す
。

手
と
手
が
触
れ
合
っ
て
踊
る
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
は
、
温
か
い
心

と
心
の
触
れ
合
い
を
感
じ
た
り
、

心
を
躍
ら
せ
た
り
し
て
、
子
ど
も

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心
を
育
て
る

貴
重
な
経
験
の
一
つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。

「
心
豊
か
で
明
る
く
強
い
子
」

を
教
育
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
の
園
で
は
、
友
達
と
一
緒
に
遊

ぶ
楽
し
さ
を
味
わ
っ
た
り
、
ワ
ク

ワ
ク
ド
キ
ド
キ
を
た
く
さ
ん
経
験

し
た
り
、
園
の
周
り
の
自
然
か
ら

季
節
を
感
じ
た
り
し
て
、
豊
か
な

心
が
育
っ
て
き
て
い
ま
す
。

教
育 

発
信 
教
育 

発
信 

今
、
幼
稚
園
で
は 

　
　
　
　
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す 

Q

A

～ファミリーカウンセラーがアドバイス～ 

夫婦にかかわる悩みごと 
●家庭内離婚 

22Vol.

55歳の主婦、子どもはなく夫と二人暮らしです。
夫は頑固で、いつも私が譲歩してきました。夫は閑

職に配属されてから、私の行動を細かく詮索します。と
ても耐えられません。言葉を交わすのも苦痛で寝室も別
々です。離婚して自由に生きたいのですが、経済的な面
で不安があります。

長い結婚生活の間には、気持ちのすれ違いや期待
外れの行動に失望させられることなど、さまざまな

葛藤があるものです。その都度、話し合いで解決できれ
ばよいのですが、あなたのように常に一方が相手に合わ
せていたのでは、不満や怒りがたまってしまいます。結
局、妻の気持ちに気付かなかった夫が、突然の妻の決意
に仰天するという結末になってしまいがちです。
あなたは誰にも邪魔されない自由な生活を望んでいる
ようですが、現実の生活は経済的な基盤がなくては成り
立ちません。新しい生活を考える前に、夫との距離を縮
める努力をしてみませんか。
しかし、ただ責めたり要求したりするだけでは変わっ
てはくれません。相手の考えを受け止めた上で、結果を
恐れずに自分の思いを伝えてみてください。あなたへの
過度な干渉は、閑職に追いやられた焦りや寂しさを分か
ってもらいたいからではないでしょうか。お互いに少し
ずつ相手への期待を下げて折り合いをつけていく―そう
いう生き方があってもよいのではないかと思います。

（カウンセラー・古口晴子）

相手への期待を下げて
折り合いをつけていく

泉泉泉泉
小小小小
学学学学
校校校校
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「
心
豊
か
な
子
の
育
成
」

「
自
己
表
現
が

豊
か
に
で
き
る
子
」

泉泉泉泉
西西西西
小小小小
学学学学
校校校校
附附附附
属属属属
幼幼幼幼
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